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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　さらに、既述した自転車用電子システムについて、様々な変更および変形が可能である
が、いずれも本発明の範疇である。さらに、細部についても、技術的に等価な構成要素に
よって置き換え可能である。事実、使用する材料や寸法などは、その時々の技術的要件に
応じて任意に選定されてよい。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　サーボ支援型の自転車用電子式ギアシフト装置（１０）であって、
　ディレイラ（５００）と、
　指令値のテーブルに従って前記ディレイラ（５００）を駆動する制御電子部（１６）と
、を備えたギアシフト装置（１０）において、
　前記ディレイラ（５００）が、ディレイラのモデル識別信号を出力し（４１０，５１４
）、前記制御電子部（１６）が、ディレイラの前記モデル識別信号を受け取り、
　前記制御電子部（１６）は、当該ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがある
場合（１１２）、前記ディレイラ（５００）の駆動に前記テーブルを使用し（１１６）、
前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがない場合（１１２）、前記ディレイ
ラ（５００）の作動を阻止する（１１４）ことを特徴とする、ギアシフト装置（１０）。
〔態様２〕
　態様１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、前記
モデル識別信号、ならびに、前記ディレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回転
方向の１つまたは任意の組合せを評価するのに実用的な信号を、共通の出力部（５１０）
で出力する（５１２）、ギアシフト装置（１０）。
〔態様３〕
　態様２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、第１
の所定の期間（ｔ０～ｔ２）に前記モデル識別信号を前記共通の出力部（５１０）におい
て出力する、ギアシフト装置（１０）。
〔態様４〕
　態様１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、当該
自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の電源が入ったとき；ギアシフト動作の要求のた
び；および運転者からの要求のたび；のうちの少なくとも１つの場合に、前記モデル識別
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信号を出力する、ギアシフト装置（１０）。
〔態様５〕
　態様４に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、当該
自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の電源が入ったとき、および、ギアシフト動作の
要求のたびに、前記モデル識別信号を出力する、ギアシフト装置（１０）。
〔態様６〕
　態様１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、ギアシ
フト動作の要求のたびに、前記ディレイラ（５００）が変更されたか否かを前記モデル識
別信号に基づいて確認し（２１２）、変更された場合、前記ディレイラ（５００）の作動
を阻止する（２１４）、ギアシフト装置（１０）。
〔態様７〕
　態様３に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、前記モ
デル識別信号を確認する（３１４～３２２）前に、前記第１の所定の期間（ｔ０～ｔ２）
のうちの初めの部分に相当する第２の所定の期間（ｔ０～ｔ１）待機する（３１２）、ギ
アシフト装置（１０）。
〔態様８〕
　態様３に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、前記デ
ィレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の組合せを評
価するのに実用的な前記信号を確認する（３２６）前に、前記第１の所定の期間（ｔ０～
ｔ２）のうちの終わりの部分とこれに続く期間（ｔ２～ｔ３）とに相当する第３の所定の
期間（ｔ１～ｔ３）待機する（３２４）、ギアシフト装置（１０）。
〔態様９〕
　態様１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、前記
モデル識別信号として一定の電圧信号を生成する電圧基準生成器（５１４）を有する、（
好ましくは、前記電圧基準生成器（５１４）が、バッファおよび抵抗分割器を含む、）ギ
アシフト装置（１０）。
〔態様１０〕
　態様９に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、前記一
定の電圧信号が複数の所定の数値範囲のうちのいずれの数値範囲に収まるかを確認する（
３１６～３２２）ことにより、前記ディレイラ（５００）のモデルを判別する、ギアシフ
ト装置（１０）。
〔態様１１〕
　態様２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、さら
に、
　当該ディレイラ（５００）の出力部（５１０）を、前記モデル識別信号と、当該ディレ
イラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の組合せを評価す
るのに実用的な前記信号との間で切り替えるスイッチ（５１２）を有する、（好ましくは
、前記スイッチ（５１２）がアナログスイッチである、）ギアシフト装置（１０）。
〔態様１２〕
　態様２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、さらに
、前記ディレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の組
合せを評価するのに実用的な前記信号が所定の数値範囲（Ｆ１～Ｆ２）内であるか否かを
確認し（３２６）、前記範囲内にない場合、前記ディレイラ（５００）の作動を阻止する
（３２８）、ギアシフト装置（１０）。
〔態様１３〕
　固有のモデル識別信号を出力する（５１４）ように構成された、自転車用ディレイラ（
５００）。
〔態様１４〕
　自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の部品であって、
　指令値のテーブルに従ってディレイラ（５００）を駆動する制御電子部（１６）から構
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成された部品において、
　前記制御電子部（１６）が、ディレイラのモデル識別信号を受け取り、当該ディレイラ
のモデルに適した指令値のテーブルを有する場合（１１２）、前記ディレイラの駆動に前
記テーブルを使用し（１１６）、前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルを有
さない場合（１１２）、前記ディレイラ（５００）の作動を阻止する（１１４）ことを特
徴とする、部品。
〔態様１５〕
　サーボ支援型の自転車用電子式ギアシフト装置（１０）を作動する方法であって、
　前記ギアシフト装置（１０）が、ディレイラ（５００）と、指令値のテーブルに従って
前記ディレイラを駆動する制御電子部（１６）とを備えた、作動方法において、
　－前記ディレイラ（５００）が、ディレイラのモデル識別信号を出力する（４１０，５
１４）過程と、
　－前記制御電子部（１６）が、ディレイラの前記モデル識別信号を受け取る過程と、
　－前記制御電子部（１６）が、当該ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがあ
るか否かを確認する（１１２）過程であって、前記ディレイラのモデルに適した指令値の
テーブルがある場合には、当該テーブルを使用して（１１６）前記ディレイラを駆動し、
前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがない場合には、前記ディレイラ（５
００）の作動を阻止する（１１４）、過程と、
　を含むことを特徴とする、作動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーボ支援型の自転車用電子式ギアシフト装置（１０）であって、
　ディレイラ（５００）と、
　指令値のテーブルに従って前記ディレイラ（５００）を駆動する制御電子部（１６）と
、を備えたギアシフト装置（１０）において、
　前記ディレイラ（５００）が、ディレイラのモデル識別信号を出力し（４１０，５１４
）、前記制御電子部（１６）が、ディレイラの前記モデル識別信号を受け取り、
　前記制御電子部（１６）は、当該ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがある
場合（１１２）、前記ディレイラ（５００）の駆動に前記テーブルを使用し（１１６）、
前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがない場合（１１２）、前記ディレイ
ラ（５００）の作動を阻止する（１１４）ことを特徴とする、ギアシフト装置（１０）。
【請求項２】
　請求項１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、前
記モデル識別信号、ならびに、前記ディレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回
転方向の１つまたは任意の組合せを評価するのに実用的な信号を、共通の出力部（５１０
）で出力する（５１２）、ギアシフト装置（１０）。
【請求項３】
　請求項２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、第
１の所定の期間（ｔ０～ｔ２）に前記モデル識別信号を前記共通の出力部（５１０）にお
いて出力する、ギアシフト装置（１０）。
【請求項４】
　請求項１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、当
該自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の電源が入ったとき；ギアシフト動作の要求の
たび；および運転者からの要求のたび；のうちの少なくとも１つの場合に、前記モデル識
別信号を出力する、ギアシフト装置（１０）。
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【請求項５】
　請求項４に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、当
該自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の電源が入ったとき、および、ギアシフト動作
の要求のたびに、前記モデル識別信号を出力する、ギアシフト装置（１０）。
【請求項６】
　請求項１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、ギア
シフト動作の要求のたびに、前記ディレイラ（５００）が変更されたか否かを前記モデル
識別信号に基づいて確認し（２１２）、変更された場合、前記ディレイラ（５００）の作
動を阻止する（２１４）、ギアシフト装置（１０）。
【請求項７】
　請求項３に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、前記
モデル識別信号を確認する（３１４～３２２）前に、前記第１の所定の期間（ｔ０～ｔ２
）のうちの初めの部分に相当する第２の所定の期間（ｔ０～ｔ１）待機する（３１２）、
ギアシフト装置（１０）。
【請求項８】
　請求項３に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、前記
ディレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の組合せを
評価するのに実用的な前記信号を確認する（３２６）前に、前記第１の所定の期間（ｔ０
～ｔ２）のうちの終わりの部分とこれに続く期間（ｔ２～ｔ３）とに相当する第３の所定
の期間（ｔ１～ｔ３）待機する（３２４）、ギアシフト装置（１０）。
【請求項９】
　請求項１に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、前
記モデル識別信号として一定の電圧信号を生成する電圧基準生成器（５１４）を有する、
ギアシフト装置（１０）。
【請求項１０】
　請求項９に記載のギアシフト装置（１０）において、前記電圧基準生成器（５１４）が
、バッファおよび抵抗分割器を含む、ギアシフト装置（１０）。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６
）が、前記一定の電圧信号が複数の所定の数値範囲のうちのいずれの数値範囲に収まるか
を確認する（３１６～３２２）ことにより、前記ディレイラ（５００）のモデルを判別す
る、ギアシフト装置（１０）。
【請求項１２】
　請求項２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記ディレイラ（５００）が、さ
らに、
　当該ディレイラ（５００）の出力部（５１０）を、前記モデル識別信号と、当該ディレ
イラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の組合せを評価す
るのに実用的な前記信号との間で切り替えるスイッチ（５１２）を有する、ギアシフト装
置（１０）。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記スイッチ（５１２）がアナ
ログスイッチである、ギアシフト装置（１０）。
【請求項１４】
　請求項２に記載のギアシフト装置（１０）において、前記制御電子部（１６）が、さら
に、前記ディレイラ（５００）の位置、速度、加速度および回転方向の１つまたは任意の
組合せを評価するのに実用的な前記信号が所定の数値範囲（Ｆ１～Ｆ２）内であるか否か
を確認し（３２６）、前記範囲内にない場合、前記ディレイラ（５００）の作動を阻止す
る（３２８）、ギアシフト装置（１０）。
【請求項１５】
　固有のモデル識別信号を出力する（５１４）ように構成された、自転車用ディレイラ（
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５００）。
【請求項１６】
　自転車用電子式ギアシフト装置（１０）の部品であって、
　指令値のテーブルに従ってディレイラ（５００）を駆動する制御電子部（１６）から構
成された部品において、
　前記制御電子部（１６）が、ディレイラのモデル識別信号を受け取り、当該ディレイラ
のモデルに適した指令値のテーブルを有する場合（１１２）、前記ディレイラの駆動に前
記テーブルを使用し（１１６）、前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルを有
さない場合（１１２）、前記ディレイラ（５００）の作動を阻止する（１１４）ことを特
徴とする、部品。
【請求項１７】
　サーボ支援型の自転車用電子式ギアシフト装置（１０）を作動する方法であって、
　前記ギアシフト装置（１０）が、ディレイラ（５００）と、指令値のテーブルに従って
前記ディレイラを駆動する制御電子部（１６）とを備えた、作動方法において、
　－前記ディレイラ（５００）が、ディレイラのモデル識別信号を出力する（４１０，５
１４）過程と、
　－前記制御電子部（１６）が、ディレイラの前記モデル識別信号を受け取る過程と、
　－前記制御電子部（１６）が、当該ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがあ
るか否かを確認する（１１２）過程であって、前記ディレイラのモデルに適した指令値の
テーブルがある場合には、当該テーブルを使用して（１１６）前記ディレイラを駆動し、
前記ディレイラのモデルに適した指令値のテーブルがない場合には、前記ディレイラ（５
００）の作動を阻止する（１１４）、過程と、
　を含むことを特徴とする、作動方法。
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